
献

呈

の

辞

栄
沢
幸
二
教
授
、
小
田
中
聰
樹
教
授
、
仲
井
斌
教
授
は
、
本
年
三
月
を
も
っ
て
定
年
に
よ
り
ご
退
職
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
専
修
大
学
法
学
会
は
、
こ
の
三
名
の
先
生
方
の
専
修
大
学
ご
在
職
中
の
研
究
と
教
育
に
対
す

る
ご
尽
力
に
感
謝
し
、
こ
こ
に
「
専
修
法
学
論
集
第
96
号
」
を
三
名
の
先
生
の
ご
退
職
を
記
念
す
る
号
と
し
て
編

集
し
、
献
呈
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

栄
沢
、
小
田
中
、
仲
井
の
三
先
生
方
は
、
共
に
一
九
三
五
年
（
昭
和
十
年
）
に
生
を
受
け
ら
れ
、
太
平
洋
戦
争

の
時
代
に
自
我
を
確
立
す
る
中
で
幼
少
期
を
、
そ
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
国
と
し
て
の
わ
が
国
、
日
本
は

も
ち
論
の
こ
と
、
世
界
全
体
が
激
動
す
る
中
で
青
年
期
を
過
ご
さ
れ
、
そ
の
後
も
決
し
て
平
坦
と
は
言
え
な
い
時

代
を
体
験
し
、
文
字
ど
お
り
生
き
抜
い
て
来
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
先
生
方
の
体
験
そ
の
も
の
が
貴
重
で
あ
る

こ
と
に
思
い
を
い
た
し
、
こ
れ
ま
で
に
真
摯
に
人
生
と
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
お
姿
に
対
し
、
こ
こ
に
ひ
と
ま
ず

賞
賛
の
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

栄
沢
幸
二
先
生
は
、
富
山
県
に
お
生
れ
に
な
り
、
東
京
教
育
大
学
卒
業
後
、
法
政
大
学
大
学
院
、
東
京
教
育
大

学
大
学
院
で
ご
研
究
の
道
に
入
ら
れ
、
そ
の
後
信
州
大
学
で
教
鞭
を
と
り
、
一
九
八
五
年
（
昭
和
六
〇
年
）
四
月

に
専
修
大
学
教
授
に
就
任
さ
れ
、
以
来
二
一
年
の
長
き
に
渡
っ
て
専
修
大
学
で
研
究
・
教
育
に
ご
尽
力
戴
い
た
の



で
あ
り
ま
す
。
先
生
の
ご
研
究
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
お
よ
び
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
日
本
思
想
史
的
研
究
で

あ
り
、
こ
の
領
域
で
多
大
な
る
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
教
育
の
面
で
は
、
学
部
・
大
学
院
に
お
い
て
、
日
本

政
治
思
想
史
、
日
本
政
治
史
の
ご
担
当
と
し
て
ご
尽
力
戴
き
、
ま
た
政
治
学
部
門
を
担
当
す
る
教
員
の
中
心
メ

ン
バ
ー
と
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
、
教
員
の
充
実
な
ど
で
長
年
の
間
ご
努
力
戴
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。

小
田
中
聰
樹
先
生
は
、
岩
手
県
の
ご
出
身
で
、
東
京
大
学
経
済
学
部
を
ご
卒
業
後
、
一
旦
、
全
国
販
売
農
業

協
同
組
合
連
合
会
に
ご
勤
務
に
な
ら
れ
、
再
び
東
京
大
学
法
学
部
に
学
士
入
学
、
大
学
院
修
士
課
程
を
修
了
さ

れ
ま
し
た
。
修
士
課
程
在
学
中
の
一
九
六
二
年
（
昭
和
三
七
年
）
に
司
法
試
験
に
合
格
さ
れ
、
修
士
課
程
修
了

後
の
一
九
六
四
年
（
昭
和
三
九
年
）
に
司
法
修
習
生
と
な
ら
れ
、
一
九
六
六
年
（
昭
和
四
一
年
）
修
習
を
終
え

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
先
生
は
、
法
曹
の
道
に
で
は
な
く
学
究
の
道
を
選
択
さ
れ
、
東
京
都
立
大
学
、
東
北

大
学
の
専
任
教
員
を
お
勤
め
に
な
り
、
一
九
九
九
年
（
平
成
一
一
年
）
四
月
よ
り
専
修
大
学
法
学
部
教
授
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
、
専
修
大
学
就
任
前
に
既
に
功
な
り
名
を
遂
げ
た
学
者
の
お
一
人
で
あ
り
、
専
修
大

学
で
過
ご
さ
れ
ま
し
た
期
間
は
七
年
間
と
い
う
決
し
て
長
い
期
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
法
学
研
究
所

所
長
を
お
勤
め
い
た
だ
く
な
ど
要
職
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
の
ご
専
攻
は
、
刑
事
訴
訟
法

で
あ
り
、
学
部
・
大
学
院
で
の
ご
担
当
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
先
生
は
、
そ
の
研
究
・
教
育
を
行
な

っ
て
き
た
期
間
を
通
じ
て
、
刑
事
訴
訟
手
続
上
の
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
を
い
か
に
確
保
す
べ
き
か
を
主
題
と
し
つ

つ
も
、
さ
ら
に
よ
り
普
遍
的
価
値
と
し
て
自
由
、
人
権
を
い
か
に
し
て
守
る
べ
き
か
に
つ
い
て
広
く
か
つ
深
い

論
陣
を
張
っ
て
こ
ら
れ
、
こ
の
道
の
第
一
人
者
と
称
せ
ら
れ
る
一
人
で
あ
る
こ
と
は
多
言
を
要
し
な
い
と
こ
ろ

で
す
。



仲
井
斌
先
生
は
、
東
京
都
に
お
生
れ
に
な
り
、
早
稲
田
大
学
文
学
部
・
経
済
学
部
の
二
つ
の
学
部
を
ご
卒
業

後
、
一
九
六
八
年
（
昭
和
四
三
年
）
西
ド
イ
ツ
に
留
学
さ
れ
、
一
九
七
五
年
（
昭
和
五
〇
年
）「
ド
イ
ツ
社
会
民

主
党
研
究
」
に
よ
り
ボ
ン
大
学
よ
り
博
士
号
（P

h
D

）
を
取
得
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
先
生
の
ド
イ
ツ
滞
在
は
二

五
年
に
及
び
ま
す
が
、
既
に
ド
イ
ツ
滞
在
時
か
ら
日
本
の
各
誌
に
ド
イ
ツ
を
中
心
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
に

つ
い
て
の
考
察
を
旺
盛
に
発
表
さ
れ
て
き
て
お
り
、
門
外
漢
の
私
も
『
西
ド
イ
ツ
の
社
会
民
主
主
義
』（
岩
波
新

書
・
一
九
七
九
年
）
に
は
大
き
な
刺
激
を
受
け
た
も
の
で
し
た
。
先
生
は
、
一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）
ご
帰

国
に
な
り
、
成
蹊
大
学
文
学
部
教
授
と
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
一
九
九
九
年
（
平
成
一
一
年
）
四
月
、
専
修
大
学

法
学
部
教
授
に
ご
就
任
戴
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
本
学
で
は
、
国
際
政
治
史
を
ご
担
当
戴
い
た
の

で
あ
り
ま
す
が
、
先
生
の
、
一
見
平
易
な
語
り
口
で
、
複
雑
で
難
解
な
問
題
を
明
快
に
斬
っ
て
見
せ
て
説
得
す

る
「
術
」
は
卓
抜
し
た
も
の
が
あ
り
、
読
者
あ
る
い
は
聴
講
者
は
大
い
に
心
動
か
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
、
先
生
が
専
修
大
学
で
過
ご
さ
れ
た
七
年
間
と
い
う
決
し
て
長
く
は

な
い
時
間
に
、
こ
の
「
専
修
法
学
論
集
」
を
初
め
専
修
大
学
内
に
お
け
る
学
術
誌
に
寄
せ
ら
れ
た
七
本
の
論
文

に
十
分
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
お
り
し
も
本
年
四
月
に
は
法
学
部
に
政
治
学
科

が
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
先
生
の
開
設
に
向
け
て
の
熱
意
・
熱
弁
に
負
う
と
こ
ろ
大
き
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
度
、
三
名
の
先
生
方
の
ご
経
歴
・
ご
業
績
の
一
端
に
改
め
て
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、

こ
こ
に
、
私
な
り
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
先
生
方
が
共
通
し
て
有
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
問
題
意
識
・
課
題
を
見

出
し
、
先
生
方
が
共
通
の
「
同
時
代
」
と
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
を
強
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
と



こ
ろ
で
す
。
そ
れ
は
「
民
主
主
義
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。「
民
主
主
義
」
を
問
う
と
い
う
の
は
、
つ
ま
る

と
こ
ろ
、
社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
し
て
個
々
の
人
間
を
尊
重
す
る
か
を
問
う
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
が
、
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
三
名
の
先
生
方
は
、
ご
研
究
の
直
接
の
テ
ー
マ
、
あ
る
い
は
ご
研
究
の

底
流
に
あ
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
こ
の
ご
研
究
を
土
台
に

し
て
、
大
学
で
の
教
育
活
動
そ
し
て
社
会
に
向
け
て
の
意
思
の
表
明
、
そ
の
他
の
社
会
活
動
を
行
な
っ
て
こ
ら

れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

先
生
方
は
、
ま
だ
ま
だ
お
元
気
で
ご
研
究
の
力
は
未
だ
健
在
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
に
お
い
て
社
会

活
動
を
お
続
け
に
な
ら
れ
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。
た
だ
定
年
と
い
う
制
度
に
よ
り
、
一
応
専
修
大
学
で
の
生
活

に
区
切
り
を
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
先
生
方
の
専
修
大
学
に
残
さ
れ
た
遺
産
を
受
け
継
ぎ
、
我
々
も
努

力
を
重
ね
る
こ
と
を
お
約
束
し
、
本
論
集
の
献
呈
の
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

二
〇
〇
六
年
二
月
吉
日

専
修
大
学
法
学
部
長

木
　
幡
　
文
　
�


